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埼 玉 私 保 連

(２)

こ
の
時
期
恒
例
と
な
っ
た
3
団
体
共
催

（
埼
玉
県
保
育
協
議
会
・
さ
い
た
ま
市
私
立
保

育
園
協
会
・
埼
玉
私
保
連
）
に
よ
る
、
保
育

養
成
校
と
保
育
園
関
係
者
の
情
報
交
換
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
・
一
部
都
内
の
養
成

校
20
校
23
名
の
教
員
、
保
育
園
か
ら
は
72
名

の
参
加
で
、
そ
の
他
に
行
政
関
係
者
も
グ
ル

ー
プ
討
議
に
参
加
し
ま
し
た
。

主
な
テ
ー
マ
は
「
学
校
や
学
生
の
就
職
に

関
す
る
傾
向
と
現
況
」「
求
人
及
び
採
用
試
験
」

「
実
習
に
つ
い
て
」
等
で
、
11
グ
ル
ー
プ
が

テ
ー
ブ
ル
替
え
な
ど
行
い
活
発
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

【
当
日
の
意
見
内
容
一
部
紹
介
】

（
※
実
行
委
員
会
報
告
書
を
も
と
に
編
集
し
て

あ
り
ま
す
。）

・
圧
倒
的
な
売
り
手
市
場
。
学
生
数
の

1
0
0
倍
以
上
の
求
人
が
あ
る
学
校
も
あ

平
成
29
年
度
　
保
育
養
成
校
と
の
情
報
交
換
会

り
、
求
人
票
を
見
き
れ
な
い
の
が
現
状
（
求
人
票
を
わ

か
り
や
す
く
、
具
体
的
に
す
る
必
要
あ
り
）
。
求
人
票

は
意
味
を
な
さ
な
い
と
言
い
切
る
学
校
も
。

・
手
当
の
多
い
エ
リ
ア
に
流
れ
て
い
く
傾
向
は
あ
る
（
県

北
・
県
東
の
学
生
は
、
県
南
や
東
京
へ
も
）
。
公
立
志
向

は
止
む
を
得
な
い
部
分
も
。

・
学
生
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
は
、
職
員
関
係
・
子
ど
も
へ
の

関
わ
り
方
な
ど
、
園
の
醸
し
出
す
全
体
的
な
雰
囲
気
で

あ
る
。
こ
れ
か
ら
働
く
現
場
の
雰
囲
気
は
最
重
要
ポ
イ

ン
ト
。

・
当
代
の
学
生
気
質
と
し
て
情
報
の
収
集
、
利
用
に
長
け

て
い
る
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
様
々
な
媒
体
〈
マ
イ
ナ
ビ

等
〉、
更
に
は
口
コ
ミ
も
利
用
）
。
情
報
戦
の
様
相
。

・
休
み
に
対
す
る
権
利
意
識
が
強
い
。
休
み
が
取
り
や
す

い
か
ど
う
か
を
重
視
。
（
昔
気
質
の
滅
私
奉
公
感
覚
の

経
営
者
は
考
え

方
を
変
え
る
必

要
も
。
）

・
精
神
的
な
弱
さ

を
感
じ
る
学
生

も
見
受
け
ら
れ

る
が
、
本
質
は

前
向
き
で
あ
り
、

温
か
い
目
で
育

て
て
い
く
感
覚

を
お
持
ち
い
た

だ
け
れ
ば
…
。

（
そ
の
他
、
実
行

委
員
会
報
告
書

を
ご
覧
く
だ
さ

い
）

平
成
29
年
9
月
22
日（
金
）　
さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー



(３)
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日
時
／
平
成
29
年
10
月

19
日
（
木
）

場
所
／
さ
い
た
ま
市

文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
／
望
月
昌
幸
氏

（
公
社
）
全
国
私
立
保
育

園
連
盟

保
育
単
価
検
討
委
員
会

委
員

7
月
に
行
わ
れ
た
「
処

遇
改
善
等
加
算
Ⅰ
及
び

Ⅱ
取
扱
い
に
つ
い
て
」

の
研
修
会
が
大
変
好
評

で
あ
り
、
次
回
を
期
待

す
る
声
が
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
再
度
、
全
国

私
保
連
保
育
単
価
検
討

委
員
の
望
月
昌
幸
氏
を

講
師
に
迎
え
、
現
在
の
公
定
価
格
の

詳
し
い
中
身
を
歴
史
や
算
出
方
法
な

ど
を
含
め
お
話
し
い
た
だ
き
、
併
せ

て
処
遇
改
善
の
仕
方
な
ど
も
ア
ド
バ

イ
ス
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
疑
の
中
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、 

処
遇
改
善
等
加
算
Ⅱ
の
研
修
に
つ
い

て
は
、
県
で
も
来
年
度
中
の
受
講
修

了
は
と
て
も
難
し
い
と
認
識
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
会
員
園
の
中
で
も
申

請
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う

で
す
が
、
処
遇
改
善
等
加
算
Ⅰ
を
活

用
し
て
調
整
す
る
こ
と
も
可
能
な
の

で
、
公
定
価
格
の
中
に
折
角
位
置
付

け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
工
夫
し
て

活
用
し
て
ほ
し
い
と
の
話
も
あ
り
ま

し
た
。

上
記
研
修
会
終
了
後
、

同
会
場
で
各
地
区
に
分

か
れ
情
報
交
換
・
懇
談

を
行
い
ま
し
た
。
各
地

区
の
話
し
合
い
の
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

（
各
地
区
報
告
書
よ

り
編
集
）東

部
地
区

東
部
地
区
は
残
念
な

が
ら
3
名
の
参
加
で
し

た
。以

前
よ
り
地
区
懇
談

会
に
参
加
さ
れ
る
園
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
東

部
の
現
状
に
つ
い
て
村

山
副
会
長
よ
り
、
今
後

の
進
め
方
に
つ
い
て
の

提
案
な
ど
も
あ
り
、
少

な
い
人
数
で
は
あ
り
ま

し
た
が
内
容
の
あ
る
懇

談
会
と
な
り
ま
し
た
。

話
し
合
い
の
中
で
、 

東
部
地
区
に
も
東
京
都

に
近
い
市
は
保
育
士
確

保
が
困
難
で
あ
る
こ
と

や
、
保
育
士
不
足
か
ら

園
に
余
裕
が
な
い
た
め

研
修
会
、
懇
親
会
に
参

加
で
き
な
い
園
も
あ
る

の
で
は
と
懸
念
さ
れ
る

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
方
か

ら
も
、
保
育
士
が
ぎ
り
ぎ
り
で
困
っ

て
い
る
話
や
な
か
な
か
採
用
に
結
び

付
か
な
い
点
、
保
育
士
の
確
保
と
定

着
が
子
ど
も
の
処
遇
に
も
関
わ
る
こ

と
か
ら
大
変
心
配
し
て
い
る
こ
と
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
予
算
要
望
の
話
に
つ
い
て
は
、

補
助
金
を
削
減
し
て
い
る
市
も
あ
る

の
で
、
東
部
地
区
の
各
自
治
体
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
も
活
発
に
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
今
後
も
地
区
懇
談
会
に
多
く
の

方
の
参
加
を
お
願
い
し
、
情
報
交
換

を
行
な
う
こ
と
は
重
要
な
活
動
の
一

つ
に
な
る
の
で
は
と
再
確
認
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

少
人
数
な
が
ら
に
次
回
の
地
区
懇

談
会
に
向
け
、
課
題
点
が
出
さ
れ
た

こ
と
は
前
向

き
に
考
え
良

か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と

感
じ
、
さ
ら

な
る
多
く
の

先
生
方
と
話

し
合
え
る
場

を
設
け
ら
れ

る
よ
う
願
っ

て
会
が
終
了

し
ま
し
た
。

「公定価格の仕組みと処遇改善について」の研修会

『地区別懇談会』
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西
部
地
区

9
市
9
園
の
参
加
者
で
、
処
遇
改

善
や
職
員
不
足
の
状
況
や
そ
の
他
以

下
の
よ
う
な
話
が
出
ま
し
た
。

■
処
遇
改
善
等
加
算
Ⅱ
に
つ
い
て

・
職
員
を
評
価
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
に
よ
り
職
員
間
の
分
断
を
起
こ

し
か
ね
な
い
の
で
、
職
員
で
良
く
相

談
し
、
納
得
し
た
う
え
で
受
け
る
こ

と
に
し
た
園
。
貯
蓄
を
切
り
崩
し
今

年
度
は
全
員
に
支
給
し
、
来
年
度
か

ら
順
番
に
支
給
し
て
い
く
か
検
討
し

た
園
。
な
ど
補
助
金
の
矛
盾
点
や
問

題
点
が
話
さ
れ
た
。

■
処
遇
改
善
等
加
算
Ⅱ
に
課
せ
ら
れ

る
研
修
に
つ
い
て

・
60
時
間
の
研
修
を
対
象
者
全
員
に

ど
う
や
っ
て
受
け
さ
せ
る
か
。
代
替

補
充
が
で
き
る
か
ど
う
か
。

・
国
の
定
め
る
研
修
が
園
の
理
念
と

大
き
く
異
な
っ
た
場
合
の
不
安
。
園

内
研
修
や
保
育
団
体
の
研
修
も
対
象

に
な
ら
な
い
も
の
か
。

■
職
員
不
足
問
題

・
学
生
に
採
用
を
掛
け
て
も
、
見
学

に
は
来
る
が
な
か
な
か
応
募
に
繋
が

ら
な
い
。
東
京
隣
接
市
な
の
で
東
京

へ
流
れ
る
。
処
遇
の
違
い
決
定
的
。

産
休
育
休
の
代
替
確
保
も
厳
し
い
。

こ
の
部
分
の
補
助
金
も
増
額
を
。

■
法
人
本
部
に
つ
い
て

・
法
人
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
の
で
、
法
人
の
本
部
事
務
職
員
を

置
く
た
め
の
補
助
を
。

■
今
回
の
公
定
価
格
の
研
修
を
受
け

て・
単
価
に
含
ま
れ
て
い
る
額
が
あ
ま

り
に
も
低
い
処
遇
改
善
と
し
て
別
に

出
す
や
り
方
や
、
今
回
の
処
遇
改
善

等
加
算
Ⅱ
の
よ
う
な
出
し
方
よ
り
も
、

単
価
に
含
め
た
や
り
方
で
職
員
の
処

遇
を
改
善
し
、
質
の
高
い
保
育
事
業

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
。

南
部
地
区

　
8
名
の
参
加
者
で
処
遇
改
善
等
加

算
Ⅱ
に
つ
い
て
主
に
話
し
合
い
ま
し

た
。

Q
：

処
遇
改
善
等
加
算
Ⅱ
が
支
給
さ

れ
る
に
あ
た
っ
て
、
な
に
か
動
き

は
?

A

：

市
に
よ
っ
て
は
、
独
自
の
補
助

金
が
あ
る
と
聞
く
が
…

A

：

以
前
か
ら
、
さ
い
た
ま
市
は
常

勤

職

員

に

対

し

て

月

額
10
，

5
0
0
円
（
市
手
当
）、
12
月
賞

与
時
67
，
5
0
0
円
（
市
手
当
）

が
支
給
さ
れ
る
。

A

：

鴻
巣
市
は
、
処
遇
改
善
を
機
に

様
々
な
補
助
金
が
廃
止
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
以
前
あ
っ
た
何
に
で

も
使
え
る
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
な

加
算
復
活
を
要
望
中
。

Q

：

支
給
の
仕
方
は
?
　

A

：

根
拠
が
不
明
確
な
た
め
、
導
入

そ
の
も
の
を
検
討
し
て
い
る
。

A

：

同
法
人
内
の
他
施
設
と
の
調
整

が
大
変
。
ど
う
し
て
も
格
差
が
生

じ
る
。

A

：

処
遇
改
善
等
加
算
Ⅰ
と
の
調
整

で
、
経
験
年
数
に
応
じ
た
支
給
を

考
え
て
い
る
。

Q

：

問
題
点
は
?

A

：

市
に
よ
っ
て
対
応
が
さ
ま
ざ
ま
。

職
務
分
掌
表
の
提
出
や
辞
令
交
付

の
み
で
良
い
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、 

制
度
説
明
＋
署
名
の
提
出
を
求
め

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

A

：

同
法
人
内
で
も
、
施
設
に
よ
っ

て
考
え
方
が
違
う
。

A

：

研
修
要
件
を
満
た
す
た
め
に
苦

慮
し
そ
う
…

A

：

旅
費
は
施
設
負
担
、
資
格
は
個

人
の
も
の
。
今
後
は
そ
れ
（
資

格
）
を
条
件
と
し
た
求
人
、
異
動

が
で
る
の
で
は
…
。
保
育
に
支
障

を
き
た
す
の
で
は
な
い
か
…
。

　
な
ど
貴
重
な
情
報
交
換
が
で
き
ま

し
た
。
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秋
晴
れ
に
恵

ま
れ
た
11
月
4

日
（
土
）
の
午

後
、
大
宮
駅
で

25
名
の
会
員
の

方
々
に
参
加
い

た
だ
き
、
駅
頭

署
名
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
埼

玉
私
保
連
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
み
つ
め
よ
う
子

ど
も
の
〝
今
〟
」

が
入
っ
た
風
船

を
片
手
に
、
園

長
さ
ん
や
保
育

士
さ
ん
ら
が
エ

プ
ロ
ン
姿
で
道

行
く
人
々
に
一

生
懸
命
声
を
か

け
ま
し
た
。
世

間
の
関
心
も
高

く
、
1
時
間
半

の
間
に
6
0
0

筆
を
超
え
る
署

名
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
参
加

ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

北
部
地
区

熊
谷
市
・
行
田
市
・
深
谷
市
・
寄
居

町
・
本
庄
市
か
ら
計
9
名
（
内
訳
は
、

園
長
・
理
事
長
6
、
事
務
職
3
）
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
話
し
合
い
の

内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◇
秩
父
の
方
の
参
加
は
な
か
っ
た
が
、

国
の
処
遇
改
善
が
出
た
こ
と
で
、
市

単
独
の
運
営
費
補
助
が
削
ら
れ
た
と

の
報
告
あ
り
。

◇
熊
谷
市
は
、
地
域
区
分
が
「
そ
の

他
」
地
域
で
運
営
費
基
準
が
低
く
、 

国
へ
の
働
き
か
け
を
要
請
し
た
い
。 

市
単
独
の
処
遇
改
善
は
、
保
育
士
ひ

と
り
に
つ
き
年
間
3
1
，
5
0
0
円
。 

公
立
は
4
歳
児
20

:

1
、
5
歳
児

25

:

1
で
や
っ
て
い
る
の
で
、
民
間

園
も
同
基
準
で
と
要
望
し
て
い
く
。

◇
行
田
市
は
市
長
と
交
渉
し
、
子
ど

も
一
人
に
つ
き
1
，
0
0
0
円
を
補

助
。
保
育
士
に
つ
い
て
は
一
人
に
つ

き
約
5
，
0
0
0
円
。
障
害
児
の
補

助
は
診
断
書
が
無
く
て
も
申
請
で
き

る
。

◇
深
谷
市
は
議
会
で
請
願
を
出
し
、 

「
1
0
0
分
の
6
」
の
地
域
と
な
っ

た
。
市
単
独
の
処
遇
改
善
は
一
人
に

つ
き
1
0
，
0
0
0
円
。
保
育
課
よ

り
耐
震
化
整
備
は
ほ
ぼ
終
わ
り
、
今

後
は
老
朽
化
対
策
の
施
設
整
備
を
進

め
た
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

◇
寄
居
町
は
、
民
間
4
園
の
す
べ
て

の
常
勤
職
員
に
（
要
件
満
た
す
非
常

勤
に
も
）、
月
額
1
2
，
0
0
0
円

の
処
遇
改
善
費
支
給
。
ま
た
運
営
改

善
費
と
し
て
定
員
に
応
じ
て
約

1
0
0
万
円
前
後
の
補
助
が
あ
る
。

6
月
に
課
長
と
、
11
月
に
町
長
と
の

定
例
交
渉
を
設
け
て
い
る
。
公
立
の

民
間
委
託
、
統
廃
合
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

◇
事
務
職
か
ら
は
、
社
会
保
険
の
事

業
主
負
担
分
の
計
算
が
難
し
い
、
処

遇
改
善
Ⅰ
と
Ⅱ
で
支
給
方
法
が
違
う

が
、
実
績
報
告
で
合
わ
せ
る
こ
と
等
、

仕
事
量
が
増
え
て
い
る
実
態
が
報
告

さ
れ
る
。

『駅頭署名活動』
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日
時
／
平
成
29
年
11
月
16
日
（
木
）

会
場
／
さ
い
た
ま
共
済
会
館
　

講
師
／
猪
熊
　
弘
子
先
生

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

／
東
京

都
市
大
学
教
授
）

■
保
育
・
教
育
で
一
番
大
切
な
こ
と

は
、
子
ど
も
の
命
を
守
る
事

私
た
ち
は
、
日
々
子
ど
も
の
発
達
を

願
い
保
育
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、 

そ
の
時
の
心
構
え
を
学
ぶ
内
容
で
し

た
。
命
を
守
る
安
全
管
理
と
発
達
保

障
と
は
相
反
す
る
こ
と
で
は
な
い
こ

と
、
「
ま
ぁ
い
い
か
」
と
思
っ
た
時

に
事
故
は
起
き
る
こ
と
、
常
に
職
員

が
話
し
合
い
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
共
有

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
等
、

を
実
際
に
起
き
た
事
例
か
ら
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
保
育
施
設
で
最
も
危
険
な
場
面
と

年
齢
（
注
意
事
項
）

①
睡
眠
中
の
事
故
（
０
才
・
１
才
）

1
．
う
つ
ぶ
せ
に
し
な
い

2
．
様
子
を
観
察
で
き
る
明
る
い

部
屋

3
．
呼
吸
チ
ェ
ッ
ク

…
０
才
は
５
分
に
１
回
・
１

才
は
10
分
に
１
回

4
．
家
具
な
ど
か
ら
は
な
す

（
自
分
の
息
で
酸
欠
状
態
に

な
り
窒
息
す
る
お
そ
れ
）

②
食
事
中
の
事
故
（
１
才
・
２
才
）

嚥
下
発
達
の
未
熟
の
た
め
の
窒
息

…
保
護
者
と
保
育
者
の
情
報
の
共

有ア
レ
ル
ギ
ー
の
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ

ー
シ
ョ
ッ
ク

③
水
あ
そ
び
中
の
事
故（

２
才
・
３
才
）

10
㎝
の
深
さ
で
も
溺
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
監
視
体
制
の
チ
ェ
ッ
ク
。

　
等
、
具
体
的
な
事
例
で
、
日
常
の

生
活
が
命
と
向
か
い
合
っ
て
い
る
こ

と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

■
良
い
保
育
実
践
と
安
全
の
両
立
の

た
め
に
考
え
た
い
こ
と

〈
い
の
ち
〉
を
大
切
に
す
る
こ
と

は
、
〈
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
存
在
〉

を
大
切
に
す
る
こ
と
。
ひ
と
り
一
人

の
発
達
を
良
く
把
握
し
、
子
ど
も
が

で
き
る
こ
と
と
、
求
め
て
い
る
こ
と
、

や
り
た
い
こ
と
と
を
職
員
同
士
で
共

有
す
る
こ
と
が
、
〈
い
の
ち
〉
を
守

り
豊
か
な
保
育
を
創
り
だ
す
と
い
う

こ
と
。
ま
た
、
職
員
が
何
か
起
き
た

時
に
自
分
で
考
え
、
み
ん
な
で
話
し

合
え
る
保
育
園
に
し
て
い
く
こ
と
。 

情
報
を
共
有
し
合
え
る
職
場
に
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
等
を

学
び
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
は
簡

単
に
〈
い
つ
・
だ
れ
が
・
ど
こ
で
・

ど
う
し
た
〉
を
記
入
し
、
た
く
さ
ん

集
め
る
こ
と
で
、
起
こ
り
や
す
い
場

所
や
時
間
、
子
ど
も
の
傾
向
も
見
え

て
く
る
と
の
こ
と
で
す
。
ヒ
ヤ
リ
ハ

ッ
ト
と
し
て
気
付
き
を
残
す
こ
と
は

事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
発
達
を
豊
か
に
す
る
た

め
に
大
事
な
こ
と
だ
と
改
め
て
学
び

ま
し
た
。

（
研
修
部
）

〜
あ
ら
た
め
て
考
え
た
い
保
育
の
安
全
と
子
ど
も
の
発
達
保
障
〜

「
保
育
園
の
危
機
管
理
」　
＝
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
保
育
＝

研
修
会
報
告
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埼 玉 私 保 連

■どちらかというと猫派なのですが、以前、夫がラブラドールの子犬をご近所からもらってきました。

世話はすべて夫という条件でしたが、案の定、しつけがうまくいかず、このまま大きくなったらた

いへん ! と、家庭教師を頼むことに。派遣されてきた女性トレーナーはバリバリの体罰派（?）で、

最初に買わされたのは、突起のある金具を組み合わせた首輪とドイツ製の革の細く長いリードでし

た。犬がご主人様より先に飛び出したら、首輪がグッと喉をしめ、体にショックがはしるのだとか。

さらにリードを鞭にしてオシリを叩いてお仕置きをするのです。『加減したらだめです！』と何回

か指導（?）されましたが、私にはとてもできませんでした。

　　結局この恐怖で服従させるしつけは大した成果もなく、３か月程の契約終了後、わんちゃんはま

すます元気!になってしまいました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（S.H）

　

■長い犬との暮らしも 10 年目を迎えると、お互い目を見るだけで相手の言いたいことがわかります。

先日、出掛けにその犬に『お土産は何がいいか？』と聞くと『ワンタン !』とのこと。注文通り買

って帰りあげたところ、満足そうに食べました。『味はどうだった？』と聞くと『ワンダフル！』『ワ

ンモア！（もういっちょう！）』とのことでした。犬だけに…。　　　　　　　　　　　　　（S.K）

■高校世界史の教科書（たしか Y 川出版）に人間と最初に暮らしだした動物は「犬」であると書い

てありました。「労働」のため、「仕事」のための牛や馬でなく（日本でも少し前まで、農家の家屋

内に牛馬小屋があったものです）、愛玩のペットとしての「犬」が選ばれたのです（おそらく最初

はおとなしいオオカミか何かだと思われます）。昔から「犬」と人間は寄り添い、ともに大切な存

在として生きてきたのです。

　　そんなことを考えるとなおさら愛おしく思え、餌のチャーシューをもう一枚追加してしまう今日

この頃です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（M.K）

■「犬」の名前が入っている花は結構多いものです。これは有用植物に似ているけれど、実際には役

に立たない種に対して使われるらしく 、「否」が転じて犬になった、と本で読みました。イヌガラ

シ、イヌタデ、イヌゴマ、イヌムギ、イヌホオズキ…

　　ともあれ、けなげに咲く花たちにはパワーが感じられ、エネルギーを貰えるかもしれませんよ！？

忙しい毎日ですが、時には立ち止まって、そんな草花たちに目を向ける余裕を持ちたいものです。

　（T.M）

「戌年」の 2018 年も「広報」をよろしくお願いします。

事務局　（一社）埼玉県私立保育園連盟

〒363-0015 桶川市南２-７-13　桶川中央マンション２Ｆ

ＴＥＬ ０４８（７７２）８６２３

ＦＡＸ ０４８（７７２）８６３５

… 編集後記 …

いな
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保育園および園児を
さまざまなリスクからサポートします

全私保連
保険制度

園児総合保障
共済制度

上記以外にも、「学童保育」や「園舎の火災保険」などの、

保険を取り扱っております。

ご照会は、下記連絡先にどうぞ。

（公社）全国私立保育園連盟指定・東京海上日動火災保険株式会社代理店

保育園経営には、さまざまなリスクが伴います。

（公社）全国私立保育園連盟指定代理店である（有）ゼンポでは、

保育園経営はもちろんのこと、園児をとりまくリスクに関する

各種保険を取り扱っております。

「保育園賠償責任保険」「保育園児団体傷害
保険」「特別保育事業賠償責任保険」など、

保育園経営に必要不可欠な保険をラインナップ
しています。また、それらを総合的に補償する

セットプランもご用意しております。

保育園児を24時間補償する共済制度です。
保護者にとっては

一般に比べてお得な掛金で
高額の補償を確保することができます。

〒111-0051 東京都台東区蔵前4-11-10 全国保育会館内

TEL 03-3865-3881   FAX 03-3865-2806

有限会社ゼンポ


